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１．はじめに
近年の情報技術の急速な発達により，社会環境は大きく

変わり，最新のテクノロジーにより視覚障害による障壁が減
少し，音声による新しいインタフェースであるVUI（音声ユー
ザインタフェース）も登場した。視覚障害者は，日常的に，
視覚情報の不足を音声情報で補うことが多く，音声によるコ
ミュニケーションの機会が多い。このようなことから，音声ユー
ザインタフェースは，視覚障害者にとって非常に使いやすい
ものであることが推測される。

2．本プロジェクトの取り組み
我々は，これまでにもこのプロジェクトに関して多くの取り組

みを実施している[1]。視覚障害者のためのイベントである
サイトワールドにおいて，視覚障害者によるスマートスピーカー
活用の可能性についてデモンストレーションを行ったり，本学
の体験入学としてオープンキャンパスでもデモンストレーショ
ンを実施したりしてきた。また，研究協力者である視覚障害
のある学生が入賞し，視覚障害者自身がスマートスピーカー
のアプリケーション（スキル）開発において活躍できる可能
性を実証している。

スマートスピーカー・スマートホームデバイスに関する利
活用に関する調査分析を公表し [2]，その後，この論文が
認められ，IBM 賞を受賞した [3]。さらに，国内の学術会
議において研究成果を公表する[4] だけでなく，障害者の
ための技術に関する著名な国際会議であるICCHP[5] や
CSUN[6] でも講演が採択され，論文の公表や講演を行うこ
とで，この研究プロジェクトを世界的にもアピールすることが
できている。

Amazon 社より，スマートスピーカー Echo Spotを 150
台以上寄贈いただくことができた [7]。このため，希望する

保健科学部学生に Echo Spotを無償で配布した。希望
者がいれば，設定方法に関する説明会を開催する予定で
あったが，ほとんどの学生が自力で設定でき，特に設定方
法に関する説明会を必要としないと回答したため，説明会
は実施しないこととした。スマートスピーカーについて，「今
まで知らなかったが，すぐに使いこなせるようになった」と回
答する学生が多く，このことからも今回無償配布した意義が
あったと考えられる。

これとは別に，指導する学生が埼玉県立特別支援学校
塙保己一学園および茨城県立盲学校において体験授業を
実施した [8,9,10]。このことにより，盲学校生徒の生活の質
を高め，彼らに進路の多様性の気づきを与えることができて
いる。さらにこの指導学生は奨励賞を受賞した [11]。 

また，前年度の茨城テックプラングランプリ最優秀賞を
受賞した経緯から， IBARAKI Tech Planter 2021 春号 
vol.2 にも本研究プロジェクトの取り組みが紹介された [12]。

今後もこの研究プロジェクトを継続・拡大し，視覚障害者
の可能性を広げていきたい。
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